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第 3 章 防災を科学する

（東日本大震災を考える）
　2011 年 3 月 11 日、私はテレビに映った光景に目を疑った。夜、空中から映し出された地上は炎に包まれ、それが延々と続いていた。
2 ～ 3 万人の人が亡くなったと感じた。しかし、これが午後 4 時頃でなく、深夜起こっていれば、犠牲者は倍の数になっていたと思う。
東北では過去何度も津波に襲われていて、住民の防災意識も高く、防潮堤の築堤も進んでいたのに、多くの死者、行方不明者が出た。
もしこのような津波が東日本に起こらず、東海から九州にかけて起こっていれば、しかも深夜から明け方にかけて起こっていれば、人
口規模や防災意識の低さを考えると、百万人規模の死者、行方不明者が出たのではないかと思った。
　3 月 11 日を境に、津波に対する日本人の見方は変わってきたと思う。しかし、1993 年の北海道南西沖地震や 2004 年のスマトラ島沖地
震によって、津波の恐ろしさは、起こった時は皆知っていたはずである。何年かすると忘れ去られていただけの事である。科学がここ
まで進歩し、あらゆる情報が手に入る時代にあって、それから起こった福島原発の事故は、津波が来ただけで日本史上に残る大惨事と
なった。3 月 11 日以降いろんな人が過去起こった津波についても調べるようになり、報道によって今回のような津波が過去にも起こっ
ていたのを我々はここ 1 年で知ってきた。
　私は、江戸時代の方が津波に対する防災意識が高かったのではないかと考える。漁師町では、家は高台に建てていたし、地方では庄
屋や名主が過去の津波の被害を記録していて、住民の避難を誘導していた。日本は明治維新で、それ以前の災害の歴史を何かと一緒に
忘れ去り、第 2 次大戦の敗戦で再びそれ以前の災害の歴史を忘れ去ったのではないかと思う。今後起こるであろう津波については、地
震学者だけでなく、地質学者、歴史学者も加わり、人工衛星やスーパーコンピューター等を使って様々なケースに対応出来る防災シス
テムを作っていくべきである。満潮の時とか、湾の入り込み方とか、何度も津波が来た場合とか（1854 年南海地震では、大阪に 3 回以
上の大津波が長時間にわたって来ている）、台風と重なった時とか、色々なケースでどの地域にどの程度の津波が来るのか、想定すべき
である。
　特に深夜起こった時の対応を考えておくべきである。津波を監視する人工衛星を打ち上げたり、必要があれば自衛隊が出動して沿岸
に警告できるようしていくべきであろう。又、災害の情報を得る為にラジオをあらかじめ用意する事も考えておかなくてはならない。
その他、携帯電話のカメラのライト機能が懐中電灯がわりになる事を知っておけば役に立つと思う。
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　東日本大震災では、中学生が小学生を誘導して津波の被害から免れたり、近所の高齢で足の不自由な人を先ず逃したりと様々な美談
報道を目にした。その中で中国のインターネット上で女川町の佐藤水産で働いていた 20 人の中国人実習生を専務の佐藤充さんが避難誘
導して助け、専務は行方不明となっていると伝え、中国全土で話題になっている事を目にした。佐藤充さんは後に遺体で見つかったが、
女川町は人口 1 万人の町で、1,000 人以上が死亡、行方不明となったが、十数社の水産会社にいた 160 人の中国人実習生は全員が無事だ
った。これ以降、中国の若者の日本に対する好感度がアップしたと思う。
　今回の震災で、最も早く救助を申し入れた国はトルコである。1985 年のイラン・イラク戦争の時も戦争状態の中 215 名の日本人全員
をトルコが救援機を出して救出した。これは、1890 年にトルコの船が和歌山沖で遭難した時、台風の中住民が決死の救出をし、69 名を
救助した事による。今だにトルコ国民が一番好きな国は日本であり、120 年間続いているという事である。言葉のわからない外国人は災
害に対して弱者であるので、まずそういう人から救うという日本人のすばらしさを実感した。

（岡山県知事への働きかけ）
　東日本大震災が起こった月の 3 月末に、石井岡山県知事と岡山県下の各商工会議所会頭との懇談会があり、その席上、私がその 2 年
前に書いた津波の文章を渡し説明した。その数日後、私は知事室を訪れ、私の調べた資料と備前県民局が以前作成した南海地震に関す
る冊子について説明した。その時私は知事に、地震による津波の被害が無いと思われている岡山県が国の防災計画の見直しを要望する
ことによって、太平洋沿岸の自治体がもっと危機意識を持つようになれば良いですね、と話した。知事は 4 月初めさっそく防災の検討
委員会を作り、5 月には内閣府を訪れ、国に「東海・東南海・南海 3 連動地震の被害想定や対策を示すよう」要望し、その事が報道された。
知事に会った時、「備前県民局が作った資料を 2 部持っているので 1 部差し上げましょうか」と言ったところ「県が持っていると思うの
でよろしい」と言われたが、後で聞いた話では、県のどこにもその資料は残ってなく、作成した人が聞かれたので渡したという事であ
った。
　当時、経済同友会の委員会でも配っていたが、試しに聞いてみるとほとんどの人がもう廃棄していた。今考えるに、今作っているこ
の資料も 2 ～ 3 年するとみんな捨てられて、忘れられてしまうのかと思うと、少し淋しくなる。
　さて、岡山県は 3 連動地震による津波の浸水影響範囲を広げ、津波の高さも従来の最高 3 m から最高 1.5 倍と 2 倍で再計算し公表した。
　翌年、2012 年 3 月再び、石井知事と県下商工会議所会頭との懇談会があり、その席で私は次のような提言をした。
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【提言】津波発生時に備えての広域連携
（一例として） 地震発生から岡山県に津波が到達する２時間までの間に倉敷から総社へ道路を一方通行にし、総社市内の学校等へ車

を誘導する。その為に自治体、警察、消防、学校、交通機関等があらかじめ役割を決め対応できる態勢をつくる。
（広域連携）　 県が主導して津波発生時に一人でも多くの命を救えるよう各地域で上記のような広域連携の態勢をつくる。

　ただし、1993 年の北海道南西沖地震では地震が近くで起きたので、地震発生からわずか５分後に奥尻島へ津波が押し寄せ、30 分は大
丈夫だろうと思って車で逃げようとした人が被害に遭った。太平洋岸では住む所により避難の方法をよく考えておく必要があると思う。

（山陽新聞への働きかけ）
　東日本大震災があった翌月、山陽新聞社に私が 2 年前に書いた紙や津波に関する資料そして岡山県備前県民局の作成した冊子を持っ
て行き、東海～日向灘連動地震による津波の警鐘を鳴らしてほしいとお願いした。
　3 ヵ月後新聞には、大きな見出しで「5m 津波なかった？」と載っていた。1954 年南海地震で秋岡惣五郎が児島郡で 1 丈 5,6 尺（4.5 ～
4.8m）津波が来たというのは過去の解説の誤りではないか？というものである。（Ｐ 5 に秋岡家の文章を掲載してある）論点は三つある。
　第一は、津波の規模の割には、岡山県に被害記録がほとんど無い。
　第二は、朔日「十二月」よりは朔日「志ほ」よりの誤りではないか？
　第三は、「その他海岸大損の由 児島郡にて朔日十二月より 1 丈 5,6 尺高く来りと後日承り候」という文章は後で書き加えた文章である
事はわかっているが、直前に大阪や伊勢の津波被害を示す文語があることなどから、大阪などの他地域の津波の規模を、児島郡で後日
聞いたという意味ではないか、というものである。
　まず第一の岡山県に津波被害の記録がほとんど無いというのは、花房家の文書に「海辺は大津波上がり所に寄り人家とも引き退き申
し由」の後に各地の被害状況が書かれてある。岡山市西大寺地区周辺に言い伝えが残っていないか調べることが出来ればと思う。そし
て大阪では被害を伝える瓦版が公開されるまで、たいした被害は無かったと信じられていた。
　二番目は、「朔日十二月」なら「初日十二月」であろうが「朔日志ほ」だと「一年で最も潮の高い大潮の日」という意味になり、大潮
より 1 丈 5,6 尺高く来たという意味になり、最も高い満潮より 4.5 ～ 4.8m 来たとなり、たいして問題にならない。
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　問題は、三番目である。まず「その他海岸大損の由」という文章は、海岸は大きく破壊されたという意味で「郡々破損所寄目録」に
よると、備前藩の内、城下町岡山以外の村々の被害で海岸堤防破損は、2,642m とあり、児島も海岸堤防破損はあったかもしれない。長
尾氏の本によると、大阪の記録では夜何度も長時間にわたって津波が襲ってきていて、満潮と重なった可能性が高いとある。岡山でも
同じように何度も津波がきており、しかも夜だったので津波の高さを見ることは難しかったのではないかと考える。そして児島と坂出
は瀬戸大橋がかかっていることを見てもわかるように海の幅が狭い。又東から来た津波と西から来た津波が重なった所かもしれないし、
児島の海岸は入り組んで切り上がった場所がある、など考えると津波が高くなる可能性もある。「5 m 津波はなかった？」のむしろ？に
私は力点を置き、この文が児島の事を示している可能性もあると思い、今後も秋山家の文章は研究すべきだと思う。ちなみに岡山と大
阪の最高津波高を推計する方法の 1 つに、1946 年南海地震による岡山での津波最高が 0.9m だったので、この時の大阪での津波最高が
何ｍだったかわかれば岡山と大阪の比率が計算でき、大阪の最高津波高がわかれば岡山の最高津波高もわかるはずだ。

（昭和南海地震）
　1946 年発生した南海地震は、Ｍ 8.0 で全国での死者は1,330人で岡山県では52人で４％を占める。意外と岡山県での被害が多く、岡
山市が震度 6 で死者48人と殆どを占める。津波の最高は岡山市９蟠港で 0.9m で、津波による死者は無く、地震による被害である。来
る 4 連動地震は、Ｍ 9.1 の予想であり1946年南海地震の50倍の規模であり、
建物の崩壊、液状化にも十分対処する必要がある。特に岡山市南部は揺れに
対する訓練をすべきであると思う。
　山陽新聞は、「昭和南海地震の証言者たち」と題したシリーズを2012年 ₆
月７日から掲載しているが、今原稿を書いている 3 日前の 2012 年₆月 8 日に、
辻数馬さんの話が載っていた。辻さんが家の前の堤防に上がって見ると通常
なら干潮で 10㎝しかないはずの水位が 50㎝になっていた。当時の堤防は低
かったから、満潮時だったら越えて被害に遭っていたと思うと載っていた。
　新聞社が過去の南海地震の影響を知る人の話を記録していく事は、今後の
地震に対する防災を考える上で重要な事だと思う。
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（内閣府検討委員会の発表）
　2012 年 3 月31日、内閣府検討委員会は、次に来る東海～日向灘 4 連動地震をＭ 9.1 と予想した。満潮位を考慮した最大津波高を、太
平洋側では概ね 20m 以上とし、高知県では、34m とした。いずれも 2003 年の予想に比べ倍にした。しかし、瀬戸内側である岡山県は
3.4m を 3.7m に、大阪府は 3.2m を 4.0m に上げただけで、広島県に至っては、4.0 ｍを 3.6m に下げた。これには私は不満が残る。
　さて 2012 年 3 月 1 日に発表した四国地方整備局の津波高想定では、「瀬戸内は 1m 以下」と大きく見出しが出て、同局独自の津波シ
ミュレーション結果では、地形により更に高くなる可能性があるが、瀬戸内沿岸で高さ最大 0.5 ～ 1m、高知県で高さ最大 11 ～ 12m と
する結果が発表された。その記事を見て、私は「違う、おかしい？」とつぶやいた。津波高最高をだすなら、過去の記録を参考に最悪
の場合を想定すべきだと考える。

（中央構造線）
　中央構造線は、茨城県から大阪、四国北部を経て大分、鹿児島へ続く日本列島最大の断層である。
　1596 年 9 月 1 日、慶長豊後地震（Ｍ 7.0 ～ 7.8）が発生した。その地震で別府湾の二つの島が消滅したと伝わっており、大津波が発
生したと古文書にある。別府湾の地震による津波の影響が岡山にあるのか検証すべきである。
　又同年 9 月 4 日に伊予地震（Ｍ 7.0）が発生した。その後どちらも過去400年間地震が発生しておらず、相当エネルギーがたまってい
る可能性がある。特に伊方原発は中央構造線に近接していて、豊後地震による津波と直下型の伊予地震に耐える構造にする必要がある
と考える。

（海洋資源国日本）
　夏は暑く冬寒い。そして地震に津波、火山の噴火と日本はとかく災害の多い国である。台風なんかは、時にはゴジラが日本列島を縦
断したような被害をもたらす。しかし日本人の勤勉さは古代より日本人が孔子の論語を学んで来た事と、このような厳しい自然と共に
生きてきたからであると思う。
　大津波を起こす巨大地震は、プレートが沈み込む事により起こるが、沈み込む所にある熱水鉱床はレアメタルの宝庫であり、将来日
本は資源大国となるだろう。



32

　つい数日前、新聞の記事で西岡名誉教授が、巨大な船から海底に向け配管を伸ばし、海を巨大なダムに見立て水力発電をするシステ
ム「ネプチューン」を発案したと載っていた。原発一基の 10 分の 1 で建設出来るネプチューン一基で 10 億キロワットの発電出力が見
込まれ、原発千基分となる。数年前日本の科学者がシロアリの体内にいる微生物を使い、草や木材を効率良くアルコールに変える技術
を発案したと報道された。これに限らず、日本の科学者はエネルギー生成に関して様々な新しいアイディア、技術を発案している。国
はこの様な発案を具現化するよう、もっと予算をつけていくべきだと考える。

（大津波以外の 4 つの危機）
　1 つ目の危機 ― 2009 年 7 月に日本のトカラ列島付近の海上から皆既日食が見られた。その時、太陽の黒点の活動が小さかった事が専
門家の間で話題になった。太陽は11年周期で活動が大きくなったり、小さくなったりしていて、2009年は活動が大きくなっていなけれ
ばならない年である。過去2000年を見ると、約350年毎に太陽の活動が弱まって、活動の周期が11年から12年になるとその後活動は弱
まり小氷河期が訪れていることが歴史や木の年輪からわかってきている。前回の小氷河期は、1645年から1715年まで続き、イギリスの
テムズ川が凍ったという記録があり、日本では飢饉が続いた。最新の研究データによると、太陽はここ20年間活動が低下し続けている
という報告もある。広島大学の長沼毅准教授によると、今地球は氷河期にあたり、過去 45 万年を見ると、10万年の氷期と 1 万年の間氷
期をくり返している。そして、今は間氷期になって 1 万年以上が経ち、いつ氷期がきてもおかしくないという説を唱えている。どちら
にしてもそうなると食糧不足の問題が起こるので、今から食糧の生産方法を全く変えるという事も考えていかねばならないと思う。た
とえば大きなタンクで作ることの出来る藻を主食に変えるような方法もある。

　2 つ目の危機―地球環境を守る為、ＣＯ2 の排出を減らそうとする運動が叫ばれて久しい。ＣＯ2 の排出が地球温暖化の原因と見られて
いる事によるが、前述べた小氷河期がもし来れば、ＣＯ2 を減らそうという運動が意味が無いという考えが出てくるかもしれない。
ここでＣＯ2 が増加すると地球がどうなると考えられているのかお話する。ＣＯ2 が増えると地球が温暖化し、南極と北極の氷が溶けてし
まい、海の温度差が無くなる。そうすると海流の流れが止まってしまい、地球は氷期になる、というのが１つの理論である。ＣＯ2 の増
加と地球温暖化の関係がどうであれ、ＣＯ2 の急激な増加は、生物の生存にかかわると考えられる。アメリカの地質学者が以前、太平洋の
海底の地質調査をし、2000万年前に生物の殆どが死滅したと発表していた。その原因は地球全体で活発な火山活動があり、大量のＣＯ2 が
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短期間に地上に放出された事にある。人類は産業革命以降、ＣＯ2 の排出を増加していき、この100年で2000万年前と同じ量のＣＯ2 を
排出している。これからもっとＣＯ2 の排出が増えれば生物への影響は計り知れない。

　₃ つ目の危機―夜空を見るとオリオン座の星の一つにベテルギウスという星が輝く。この星は地球から640光年先にあり、640年程前
超新星爆発をしていて、今年 2012 年か 2013 年に輝いて見えるといわれている。この星は満月の100倍の明るさで３カ月間輝き、徐々に
見えなくなる。640光年というと宇宙の中ではとても近い所で、このように近い所で超新星爆発をするのは10万年に 1 回の確率である。
昨年世界中の天文学者が、このベテルギウスの自転軸の角度が地球に対して何度かを計算していた。もしベテルギウスの自転軸の角度
が地球に向かって 2 ℃以内なら、地球はガンマ線バーストによって致命的な被害を受けるからだ。地層から地球は超新星爆発によるガ
ンマ線バーストによって 4 億 4 千万年前、当時生きていたサンヨウチュウの浅い海に生きていた分は死滅した事がわかっている。幸い
ベテルギウスの自転軸の角度は 20℃だったので、地球には影響が無いと発表された。
　しかし私は地球に影響があるかもしれないと思う。宇宙線は超新星爆発によって発生し、宇宙のあちらこちらから地球へ降り注ぐ。
この宇宙線によって雲が作られるのだが、太陽の活動が低下すると磁力が弱まり、地球をおおっているバリアが弱まり、雲の粒が沢山
出来すぎて大きな粒にならず、雨となって地上に下りにくくなり、雲が地球をおおって地球が寒冷化すると考えられている。そうすると、
太陽活動の低下と超新星爆発による宇宙線の増加が重なると雲が地球を包い続け寒冷化する可能性があるのではないかと考える。他に
このように言っている人はいないだろうから３番目は危機でなく、単なる10万年に 1 回の天体ショーとなる事を祈る。

　4 つ目の危機 ― 日本では 1975年には勤労世代 7.2 人でお年寄り 1 人を支えていた。これが2000年には、3.6 人で 1 人を支えていて、
2050年には 1.2 人で 1 人を支えるようになる。勤労世代はお年寄りだけでなく子供も、教育も社会システムも全て支えていかなくては
ならない。この危機を乗り越えるには人づくりに尽きる。
　ところが、近年子供の学力レベルは、以前は世界のトップレベルであったが、低下の一途をたどっている。その原因の一つに、私は
使って良い漢字や読み方が年々増えている事も原因の一つではないかと考える。
　私は、総社市の教育委員を13年程しており、教育委員長も 7 年したが、子供を表彰する時、ふりがなをつけていないと読めない子供
の名前が急増している。これは名前に使ってもよい文字や読み方が毎年増えて、それを親が付けていくことによる。
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　中国を訪れてまず驚くのが看板に書かれた文字が略字でこれは毛沢東が奨励したものである。毛沢東は戦後の日本の繁栄の原因の一
つに使える漢字を減らしたからだと考えていたのかもしれない。そして中国では子供が最初に習う文字はアルファベットだと聞いた。
中国の唐が滅びたのは、官史の試験を難しくするために漢字を増やし、数学や常識を覚える余裕がなくなって、官史の質が落ちたのも
原因の一つである。そこで日本では常用漢字を減らし、子供の名前にもアルファベットが使えるようにすれば、子供の学力はアップし、
国際化も進むと思う。
　国のシステムについて言えば、先進国の殆どが導入している国民に統一した番号をつけ、社会保障と納税の一体化を図るべきである。
そうする事で行政の効率化を計る事ができ、税の無駄使いが減る。
　他にも日本人が世界中の常識だと思われている事が日本だけか、もしくは数か国でしか通用しない制度がある。その一つは「バッヂ」
をつける事である。明治維新で日本は西欧からいろんなものを取り入れた。イギリスからは議会制度と貴族制度、ドイツからは軍の制度、
アメリカからは経済の制度、そしてフランスからはバッヂをつける制度である。フランスはフランス革命で貴族制度が廃止された後、
勲章すなわちバッヂで身分を表そうとした。日本人が外国へ行った時、フランス、韓国以外の国では、バッヂをしているとカルトや特
殊な集団に属していると思われることがある。
　その他、昭和とか平成といった元号は今では日本だけでしか使われていない。元号は 2100 年前に中国の漢の武帝が皇帝が暦まで支配
している事を誇示する為に作ったものである。昭和や大正の年が西暦何年だったか悩んだ経験を多くの方がお持ちだと思う。外国人に
とっては複雑さは想像以上である。
　戸籍制度についても、あるのは日本と日本がかつて統治した事のある台湾と韓国だけであり、国籍があれば必要ないように思われる。
　国際化を進め、国のシステムを簡素化し国民の生活水準を維持していく為には「大きな改革」が必要だと考える。

（終わりに）
　最初に戻るが、津波から逃れるには一刻も早く逃げる事である。そして予想以上に津波が早く来たり、大きかったりした時の為に浮
輪代わりのペットボトル大を 2 個（自分ともう一人救う為）持つ事をおすすめする。
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